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　放射性廃棄物の地層処分の安全評価では、地下水によ
り放射性核種が廃棄体から溶出し、人間の生活環境に運
ばれるという「地下水シナリオ」に基づくことを基本と
しています。この評価のためには、溶出した放射性核種
の地下水中での溶解度、廃棄体周辺に設置される粘土材
料（緩衝材）や岩石への収着分配係数及び拡散係数など
の設定が必要となります。私たちは、この設定作業に必
要な基盤情報として、熱力学、収着、拡散の各データ
ベースで構成される核種移行データベースの整備を進め
ています。このうち、熱力学と収着のデータベースは既
にホームページ（http://migrationdb.jaea.go.jp/）で公開
されています１）。
　熱力学データベースには、溶解度積や錯生成定数等が
収納されており、安全評価上重要な元素の溶解度計算な
どができます。また、鉱物の熱力学データも収納されて
いることから、地下水水質形成過程や緩衝材の長期安定
性の評価などにも利用されます。現在は、“我が国にお
ける高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性－地
層処分研究開発第２次取りまとめ－”に向けて整備した
データベースや国際共同プロジェクトで開発されたデー
タベースなどが、様々な地球化学計算コードに対応した
形で提供されています。しかしながら、信頼性の高い値
を決定するには更なるデータの充足が望まれるものもあ
り、原子力機構をはじめとして、各国の研究機関におい

てデータ取得のための実験的研究やデータを推定するた
めの理論的研究が進められています。今後、これらの最
新情報を評価した上で、２０１０年頃を目標として新たな
データベースの構築を計画しています。
　収着データベースには、粘土材料や岩石への収着試験
の結果が試験条件と共に収納されており、現在２１，０６１件
のデータが登録されています。このシステムでは、固相
の種類や試験条件での収着分配係数の検索ができるほ
か、簡易な図示機能も有しています。このシステムを利
用すると、想定される収着分配係数の範囲や環境条件へ
の依存性の把握などを比較的容易に行うことができま
す。現在、最新データの登録を継続すると共に、個々の
収着データの信頼度評価を実施しています。
　拡散データベースは、我が国の岩石や粘土材料を対象
とした拡散係数データが収納されています。現在は技術
報告書として公開されているのみですが、２００６年度中に
データの更新を行いホームページで公開する予定です。
　このように安全評価の基盤情報となる核種移行データ
をデータベースとして整備、公開することで、データの
利用価値を高めると同時に透明性を確保してきました。
今後は、上に述べたような整備作業を進めると共に、よ
り多くの皆様に利用していただき、ユーザーの声を反映
していくことを考えています。
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（ａ） トップページ 
（ｂ） データ検索画面 

（ｃ） 検索結果一覧表示 

（ｄ） 検索結果 
　　ヒストグラム表示 

図２-５　核種移行データベースの表示例（収着データベースにおけるデータ検索の流れ）
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